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ご紹介ありがとうございました。
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放射線科部放射線治療の紹介

放射線科副部長
（放射線治療専門医）

田 原　誉 敏

　現在、松江赤十字病院放射線科は、常勤医師４名（放射
線診断専門医３名、放射線治療専門医１名）、診療放射線
技師 25 名、看護師６名、クラーク４名の体制で、各種画像
診断、IVR（Interventional adiology）、放射線治療と３
つの領域の診断、治療を行なっています。画像診断（CT、
MRI、核医学）におきまして常日頃皆さまに大変お世話に
なっておりますこと、この場をお借りし厚く御礼申し上げ
ます。
　2019 年４月より、放射線治療領域が新たな診療体制に
なりました。今回は放射線治療専門医の立場から当院の放
射線治療についてご紹介させて頂きます。
　放射線治療は、手術、化学療法と共に癌三大治療として
確立されています。放射線治療の目的は、腫瘍に線量を集
中的に照射し、かつ、周囲の正常組織への線量を極力低減
させて癌を根治する、あるいは症状を緩和する局所癌治療
です。その特徴は、機能と形態の温存が可能であることや、
高齢者にも適応可能な低侵襲癌治療法であることなどが挙
げられます。
　進行癌では手術単独治療から、化学療法や放射線治療と
手術を組み合わせた治療あるいは、根治治療として化学放
射線治療が選択されるなど、これら組み合わせ治療に移り
変わって来ています。放射線治療の守備範囲としても、根
治照射以外に術前照射や術後照射、疼痛や腫瘍圧排による
症状を緩和する緩和放射線治療、脊髄病的圧迫骨折や上大
静脈症候群などの緊急照射まで対応症例は多岐に渡り、癌
診療の全てのステージに関わる局所治療となっております。
　当院では外部放射線治療装置のエレクタ社 Synergy® が
稼働しており、病巣の深さにより異なる３種類の線を発生
させることが出来、病巣に合わせた放射線を選択すること

が可能です。また診断に用いられる電圧で骨軟部組織の病
変を確認出来るため、照射の位置精度（照射部位の正確性）
を向上させることが可能です（画像誘導放射線治療）。実際
の照射時間（放射線治療器から病巣に放射線が照射される
時間）は１－２分程度であり、放射線治療単独であれば根
治治療・緩和療法とも、外来通院が可能です。放射線治療
を続けながら就労継続も可能であり、緩和療法では大切な
時間をご自宅で過ごすという選択肢もあります。
　放射線治療専門医は症例ごとに照射する部位と大きさ、
照射方法、処方線量とその線量分割法を検討し、他科と連
携し併用する治療法等を選択して参ります。患者さんごと
に適切で個別化された癌治療計画によりオーダーメイド治
療を目指します。
　しかし、放射線治療はチーム医療であり、放射線治療専
門医だけで放射線治療は成り立ちません。チーム内の各医
療者の資質とチームの連携が重要になります。精度保証・
管理を行う治療技師及び品質管理士を始め、看護師、他の
医療スタッフの連携により初めて放射線治療は成立します。
当院には品質管理士や、がん放射線療法看護認定看護師
（島根県内で有資格者３名）がチーム内におり、充実した医
療体制で癌診療に対応して参ります。
　癌治療は総合力であり、癌診療には複数の診療科の協力
が必要不可欠です。病院の人的、設備的体力が問われると
言っても過言ではありません。さらに癌患者さんは高齢者
の割合が多く、治療後のかかりつけ医の先生のご支援が必
要不可欠です。幸い当院には松江圏域では随一、島根県全
体を見渡しても質、量共にトップクラスの専門医が揃って
おり、様々な癌種に対応出来るふさわしい環境にあり、ま
た各科の垣根もなく何事にも相談協力できる体制にありま
す。
　院内の各専門家による治療チームの協力の他、かかりつ
け医の先生方と連携を取りながら、それぞれの患者さんの
病状やご事情に合わせた木目細かい医療を提供して参りた
いと存じます。今後とも何卒ご指導よろしくお願い申し上
げます。

　当院では患者さんまたはご家族などに安全で安心できる医療

サービスを提供するために、疾病に関する医学的な質問並びに

生活上・入院上の不安等、様々な相談について適切な対応を行

うことを目的として『患者相談・サポート室』を設置しています。

　『患者相談・サポート室』では当院受診を問わず地域に暮ら

す皆さんから看護相談・がん相談・福祉相談等が寄せられ、患

者さんの立場に寄り添いながら対応させていただいております。

　この『患者相談・サポート室』に『ここ・から相談窓口』と

愛称をつけました。皆様により分かりやすく身近な存在となるこ

とを願っています。

　『ここ・から』には「ここ（こころ）」や「から（からだ）」

の相談はもちろんのこと、様々な不安や相談について「ここか

ら」支援するという意味を込めています。

　『ここ・から相談窓口』は患者総合支援センター内にありま

すのでいつでもお越しください。

【訂正文】
前回号にて、新任の加地医師の読み仮名を
「かぢ」としていましたが、正しくは「かじ」
でしたので、訂正させていただきます。
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『患者相談・サポート室』に
『ここ・から相談窓口』の愛称をつけました！

（こころ） （からだ）

新 任 医 師 紹 介

広島生まれ、広島育ちですが、島根県出雲市の県立中央
病院に６年間赴任しておりました。一旦広島に戻ってい
ましたがまたお世話になります。よろしくお願いします。

米澤　　潮
よねざわ うしお

脳神経外科医師

R2.11.1 （R2.12.31まで）
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松江赤十字病院における病診連携に係るアンケート結果

アンケート回答者問１

当院を紹介される理由問２

橋　北
橋　南
市　外
不　明

55
48
34
6

໐所在地

内科系
外科系
歯　科
不　明

74
27
28
14

໐診療科

30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

6
19
50
37

໐年代

70歳代以上
不　明

23
8

は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
は　い
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どちらとも言えない
不　明
は　い
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どちらとも言えない
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は　い
いいえ

どちらとも言えない 
不　明
は　い
いいえ

どちらとも言えない
不　明
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0
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2
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2
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1
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4
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0
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3
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6
39
0
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3
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22
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32
0
1
1
31
0
2
1
11
8
9
6
16
9
4
5
28
0
3
3
30
0
0
4
1
23
3
7
29
0
3
2
14
1
13
6

橋北回　答項　　目 橋南 市外

松江赤十字病院の医療内容を
信頼している 

患者・家族の希望

患者のお住まいとの距離

面識のある医師が存在している

信頼できる医師・スタッフがいる

紹介するに適した診療科がある

他に紹介する医療機関がない

医療設備が充実している

受診日までの待機日数が短い

報告書・返事について問４

受診予約の取りにくい診療科問３

届いている
だいたい届いている

普　通
あまり届いていない
全く届いていない

不　明
届いている

だいたい届いている
普　通

あまり届いていない
全く届いていない

不　明
満　足
やや満足
普　通

あまり満足でない
全く満足でない
不　明

38
11
2
2
0
2
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14
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9
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1
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11
1
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0
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1
0
0

24
7
2
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23
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0
1
0
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22
6
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0
0
1

橋北回　答項　　目 橋南 市外

「受診のお知らせ」の返信は適切な
期間で届いていますか

「経過報告書」・「診療情報提供書」
の返信は適切な期間で届いていま
すか

返信の記載内容はいかがですか

紹介について問５

共同利用について問６

利用している
たまに利用している
利用していない
不　明

利用している
たまに利用している
利用していない
不　明
利用したい

使えるのであれば利用したい
どちらでもない

あまり利用したくない
利用しない
不　明

0
0
54
1
4
0
50
1
0
1
18
5
30
1

0
0
48
0
0
2
46
0
0
3
15
6
24
0

0
0
32
2
0
0
32
2
0
0
8
0
24
2

橋北回　答項　　目 橋南 市外

手術室を利用していますか

高額医療機器を利用していますか

病床を利用したいですか

救急外来の対応について問７

満　足
やや満足
普　通

あまり満足でない
全く満足でない
不　明
満　足
やや満足
普　通

あまり満足でない
全く満足でない
不　明

34
8
10
2
0
1
28
13
8
2
0
4

23
6
12
3
0
4
24
6
12
2
0
4

16
6
7
0
0
5
17
6
5
0
0
6

橋北回　答項　　目 橋南 市外

救急外来受診の対応について満足
していますか

救急入院の対応について満足して
いますか

研修会の開催について問８

当院との連携問９

参加している
だいたい参加している
たまに参加している
あまり参加していない
参加していない
不　明

最近の治療動向
症例検討

一般的疾患の講義
その他
不　明

1
3
18
10
22
1
26
16
8
1
0

2
0
15
12
18
1
24
13
9
2
0

0
0
5
5
24
0
14
5
3
0
0

橋北回　答項　　目 橋南 市外

赤十字病院で開催している研修会
に参加していますか

どのような研修会を希望されます
か(複数回答あり）

消化器内科 
膠原病・腎臓内科 
総合診療科 
精神神経科 
呼吸器内科

12
1
1
13
1

乳腺外科 
循環器内科 
眼科 
放射線科

2
1
1
1

●紹介に対して比較的早く対応してもらえ、満足しています。
●病態の落ち着いた方を紹介して下さい。
●他科へ院内紹介された方は紹介元への連絡がないことがある。
●受診のお知らせはあるが、その後の経過報告が忘れられていることがある。
●特殊な専門外来予約の一部がきわめて取りにくいところがある。
●退院時カンファレンスに声を掛けて頂きたい。
●逆紹介をもっと活発にして欲しい。

●依頼連絡をすると、受入れ対応を必ずして頂けるので、信頼し頼りにしております。
●歯科への対応を希望。
●入院させて欲しいと思った症例でも帰宅させられ、とまどうことがある。
●診断がはっきりしない場合や、所見、病歴の割に検査値異常があまり顕著でない場合、
急変のリスクもあると思うので、なるべく一日でも入院して経過観察をして頂きたいと
思う。

満　足
やや満足
普　通

96
26
14

あまり満足でない
全く満足でない

不明

1
1
5

【最後】
　今年も「松江赤十字病院における病診連携に係るアン
ケート」にご協力いただき、ありがとうございます。
　いただきましたご意見・ご要望は情報の取り扱いに配慮
した上で全職員に周知し、改善に努めて参りますので、今
後とも連携のご協力をお願い申し上げます。

第一麻酔科部長

渡部 祐子

　2009 年より当院麻酔科医とし
て勤務し、2020 年４月から麻酔
科部長に就任した渡部祐子と申
します。
　８月６日、ホテル一畑で松江
赤十字病院地域連携交流会が開
催されました。第一部では感染
症科成相部長から「新型コロナ

ウイルス感染症、秋から冬についての心づもり」をテー
マに講演があり、最新の知見や冬に向けて流行するイン
フルエンザとの考え方など、とても興味深く聴講しまし
た。また、感染管理認定看護師の土江係長からは院内感
染対策について講演があり、日々の感染対策の大切さを
改めて実感しました。
　今年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止策の
ため残念ながら懇親会はなく、情報交換会だけでした。
麻酔科は、開業医の先生方と直接関わらせて頂くことは
ほとんどありませんが、紹介頂いた患者さんが無事に手
術を受け、また開業医の先生方のところに戻られるよ
う、急性期病院の麻酔科医としての役割を果たしたいと
思いました。今年は開業医の先生方と話す時間が持てな
かったので、来年は懇親会が開催できる状況になってい
ることを期待したいと思います。今後とも宜しくお願い
致します。

看護副部長

秦 美香子

　８月６日、ホテル一畑にて第
17 回地域連携交流会が開催され
ました。51名の開業医の先生方
と当院からは 57 名が参加しまし
た。今年は、新型コロナウイル
スの流行により例年とは違った
かたちではありましたが、予定
通り開催され、地域の先生方と

有意義な時間を過ごすことができました。
　第１部は当院の感染症科の成相部長により「新型コロ
ナウイルス感染症、秋から冬に向けての心づもり」と題
して講演がありました。新型コロナウイルスの特性や臨
床像、また、これから冬を迎えるにあたってインフルエ
ンザとの鑑別や治療など最新の情報もあり大変勉強にな
りました。次に当院の感染管理認定看護師の土江係長よ
り「院内感染対策について」の講演があり、成相部長の
講演と合わせ、改めて感染予防策の重要性についての認
識を深めました。
　第２部の情報交換会では、例年のようにいつもお世話
になっている地域の先生方とゆっくりお話をすることが
できないことは残念ではありましたが、一年ぶりにご挨
拶することができました。今後も開業医の先生方と密に
連携をとりながら地域医療支援病院としての役割を果た
していきたいと思いますので、今後ともご指導いただき
ますよう、どうぞよろしくお願いいたします。


